
題材指導計画 

第５学年音楽科「音楽の特ちょうを感じて」（全６時間） 

 

 

 

 

時 ねらい 主な学習活動 評価規準 個のつまずきに対する主な指導・援助 

１ 

二つの「子もり歌」

を、情景を思い浮

かべながら聴いた

り歌ったりすること

ができる。 

子もり歌 

 

・ 二つの「子もり歌」を聴き、曲の違いに気づ

く。 

・ グループごとに 2 曲を歌い比べて曲想の

違いを感じ取る。 

関心・意欲・態度 

日本の歌に関心を持

ち、歌い方を工夫して

いる。 

 

 

 

つまずきの様相 

関心を持つことができない。特徴を感じ取っ

て歌えない。 

評価 

ワークシート、グループ練習の様子から 

手だて 

身近なわらべ歌などのふしで同じような特

徴を示す。優しく歌うために発音に気をつけ

るよう助言する。 

２ 

日本全国のいろ

いろな民謡を聴

き、伝統音楽の特

徴を感じ取ること

ができる。 

日本の民謡 

 

・ 「江差追分」「八木ぶし」「谷茶前」を聴き、

それぞれの特徴を感じる。 

・ 日ごろ親しんでいる音楽との感じの違いに

気づく。 

鑑賞の能力 

いろいろな民謡の特

徴を感じ取ってきくこ

とができる。 

つまずきの様相 

関心を持って聴くことができない。特徴を感

じ取れない。 

評価 

ワークシート 

手だて 

聴き取れなかった場合、再度聴く。 

３ 
 

曲全体の感じをつ

かみ、主旋律を演

奏することができ

る。 

キリマンジャロ 

 

 

 

・ ＣＤを聴いて曲の感じをつかむ。 

・ リコーダーと鍵盤ハーモニカのパートに分

かれて、主旋律を交互奏する。(４つの音

楽班別) 

・ スタッカート、レガートの表現に気づき、表

現にいかす。 

 

表現の能力 

・ フレーズのまとまり

に気をつけて、主旋

律を演奏することが

できる。 

・ リズムやアーティキ

ュレーションに気を

つけて演奏すること

ができる。 

つまずきの様相 

基本的な奏法ができない。 

評価 

グループ練習の様子から。 

手だて 

正しいタンギング、息遣いを示す。 

つまずきの様相 

基本的な奏法ができず、リズムにのって演

奏できない。 

評価 

グループ練習の様子から 

手だて 

正しい奏法を示す。スタッカートやレガート

奏法を再度示し、ゆっくりの伴奏に合わせて

練習する。 

４ 

伴奏パートに合う

楽器を選び、主旋

律と合わせて演奏

することができる。 

 

 

 

・ アコーディオンやキーボード、木琴、鉄琴

などから、①、②の旋律に合う楽器を話し

合って選ぶ。 

・ グループで主旋律と①、②を合奏する。 

感受・工夫 

音の重なりを感じて合

奏することができる。 

つまずきの様相 

パートにふさわしい楽器を選べない。 

評価 

ワークシート 

手だて 

①、②それぞれの特徴を「のびる音」「細か

い動き」「低めの音」などイメージしやすい言

葉で表し、ふさわしい楽器に気づかせる。 

 

ふたつの「子もり歌」を聴き比べたり歌い

比べたりしよう 

【題材の目標】 

• 旋律の特徴や響きの違いを感じ取りながら、日本の音楽に親しむようにする 

• 音色の特徴を生かしたり、全体の響きを感じ取って表現の工夫をしたりすることができる。 

①、②の旋律に合う楽器を選んで、合奏

をしよう 

曲の特ちょうをつかみ、パートに分かれ

て主旋律を演奏しよう 

日本の民謡にはどんな特徴があるのか

聴いてみよう 



５ 

リズム伴奏を工夫

して音色やリズム

の特徴に気をつ

けて打楽器を選

ぶことができる。 

 

 

・ グループごとに教科書の例や、リズムパ

ターンのカードを組み合わせて、アとイそ

れぞれの曲想に合うリズム伴奏を考え

る。 

・ まずは手拍子で、リコーダー・鍵盤ハーモ

ニカに合わせたり、ＣＤに合わせたりして

リズム伴奏を演奏する。 

・ リズムの特徴や、他の楽器との重なりに

気をつけて楽器を選ぶ。 

感受・工夫 

曲の特徴をとらえて、

フレーズに合ったリズ

ムの工夫をし、リズム

や音色に気をつけて

打楽器を選ぶことが

できる。 

つまずきの様相 

パターンカードなどを組み合わせてリズムを

作ることができない。 

評価 

ワークシート 

手だて 

教科書の例を参考にする。アとイのリズム

の違いは、主旋律の特徴や伴奏パートの動

きの違いなどから感じ取るようにし、カードを

いくつか組み合わせ、「合っている」「面白

い」と思えるような組み合わせができるよう

にする。 

６
（
本
時
） 

各パートの役割を

生かし、全体の躍

動感やアとイの

曲想の違いを感じ

ながら、拍の流れ

にのって合奏する

ことができる。 

 

 

 

 

・ Ａ，Ｂチームの２つに分かれて合奏する。 

・ チームごとに合奏の練習をする。 

・ 発表をして、お互いの演奏を聴き合う。 

・ 全員で合奏をする。 

表現の技能 

旋律の特徴をいかし

て合奏の工夫をする

ことができる。 

つまずきの様相 

アとイのふしの違いを感じて演奏ができな

い。 

評価 

グループ練習の様子から 

手だて 

アの弾む感じとイのなめらかな感じを表す

ために、主旋律はアスタッカートで、イレガ

ートで、副次的な旋律はアスタッカートで、

イ伴奏パートとともに音を抑えて、低音はア

力強く、イ音を抑えて、リズム伴奏はアは躍

動的に、イは楽器の音色や響きを抑えた

り、楽器を減らしたりするなど表現の工夫が

できることを確認する。 

 

リズム伴奏の工夫をしよう 

アとイの曲想の違いを感じながら、リズムに

のって合奏しよう。 


